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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そこで、観測結果の考察を行ないました。
右の図は、無人観測船の航跡とカウント値の推移を示したものです。
この図は、検出器の傾きが大きくなった時に検出器が動いたと仮定して作成したもので、
実際の検出器の位置とは異なりますが、大まかな放射能濃度の分布を表しています。
暖色系がカウントが大きい箇所です。
赤丸で示したところのように、船が流され検出器が動いた時に、値が大きく変わる地点があります。
このように、局所的に放射能濃度が高いところがあり、観測ポイントの少しのずれで結果も大きく変わる場合があると考えられます。
また、下の図は堆積土の粒径と放射能濃度の関係を示したもので、粒径75マイクロメートル以下の存在割合と放射能濃度の関係をプロットしたものです。
この結果より、放射能濃度が高いところの堆積土は、細粒分の割合が多いと推定されます。
以上のことより、今回の結果の放射能濃度が高いところは、窪地など局所的に細粒分が溜まっていると考えられます。
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